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能美市のＳＤＧｓの取り組みを紹介するコーナー

　能美市は、「互助活動」が将来に渡って持続し、広がるための資金支援として「のみ地域力強化支援ファンド」を創
設しました。これは、「暮らしやすさを日本一、実感できるまち」を目指す SDGs の取組の一つです。「のみ地域力強
化支援ファンド」とはどんな制度なのでしょうか。今回もひぽ能ん・ゆず美んの対話形式で解説します！

▶対象者　任意団体（２人以上で構成される法人格をもたない団体）または特定非営利活動法人　
▶対象の条件　活動拠点が能美市内であること、活動対象が能美市民であること
▶対象の活動　地域の課題を解決するための互助活動であること。次のような取り組みが該当します。
①「車がなくても安心して暮らせる仕組みづくり」：移送支援・移動販売 
②「世代や属性を限定しないつながりの場づくり」：子ども食堂 など
③「安全安心の地域見守り合いの地域づくり」 ：外国人への生活支援

▶活動基盤整備費　工事請負費や設備購入費などを助成します（補助率 4/5、最大 100 万円）
▶ 活動費　活動に係る経費を助成します。支援期間は最長 10 年間で、対象者によって助成率および限度額が違いま
すので、くわしくはご相談ください。

▶事前相談先（要予約）　我が事丸ごと推進課（☎ 58‐2234 FAX 58‐2292）

※ 活動選定委員会で審査の上、決定されます。

のみ地域力強化支援ファンド創設イベント
「たすきリレー」を開催しました！

のみ地域力強化支援ファンドのご案内

制度概要

助成対象

助成対象経費・助成率・助成限度額

まずは事前にご相談ください

　能美市では、のみ地域力強化支援ファンドの創設イベントとして、「たすき
リレー」を開催しました。今回のリレーは、たすきを様々な立場の人から人へ「つ
なぐ」ことで、互助による助け合い・支え合いが持続・拡大していく未来の様
子を表現し、地域共生社会の実現に願いを込めるものです。
　９月 23 日午後３時、願いの込められた「たすき」を肩に掛け、最初のラン
ナーである、我が事丸ごとの地域づくり推進事業横糸プロジェクトチーム長の
番匠啓介副市長が根上総合文化会館をスタートしました。そして「たすき」は、
現在互助活動を行っている皆さんに次々と渡され、ゴールの市役所本庁舎まで
の約 10 ㎞を走り切りました。ゴールでは、井出市長と強い互助づくりの支援
体制構築専門部会 重田会長が、皆さんの想いをつないだ「たすき」を受け取り
ました。

活用したい方は
ご相談ください

ランナー・先導者の皆さん
粟生町買い物送迎ボランティア
能美子ども食堂ネットワーク
辰口中学校生徒
能美市商工女性まちづくり研究会
緑が丘地域福祉委員会
民生委員・児童委員協議会
のみ商業協同組合
ふるさと振興公社

「互助活動（ごじょかつどう）」ってなんなのだ？

地域の課題を解決…。地域の課題って具体的になんなのだ？

互助活動とは、地域の課題を解決するための、助け合い・支え合いの市民活動のことだよ。子ど
もから高齢者、外国の人、障がいのある人など、　様々な世代や立場の人たちが互いを理解し支
え合いながら共存する社会（＝地域共生社会）を実現するために、これから活動の輪を広げてい
こうとしているんだよ。

⇒車がなくても安心して暮らせる仕組みづくりが始まっています。例えば、地域の車で商店まで運転できな
い人を乗せたり、病院や公共施設まで送り迎えをしたりするなどの移送支援や、車で行かなくても買い物が
できる移動販売を定期的に行う活動があります。

⇒核家族が多くなり、子どもたちが、おじいちゃんおばあちゃん世代とふれあう場面が少なくなっています。
また、地域のつながりが薄くて困っている時に相談できない人も増えています。こども食堂やみんな食堂は、
食を通じていろんな世代や様々な立場の人たちがコミュニケーションを自由にとれる場所になっています。

⇒安全で安心な地域見守り合いの地域づくりを始めています。例えば、外国の人が行政手続きをする際のお
手伝いや、通訳など生活を始めるときや困ったときのサポートをする団体活動を支援しています。お互いに
理解しあって安心して生活できるといいですね。

例えば、ひぽ能んは能美市に住んでて、こんなふうに思ったことはない？
①運転免許証を返納したら、買い物や病院に行けるのかな。生活していけるかな。
②ちょっと誰かとお話したいな。ちょっと誰かとごはんが食べたいな。
③最近外国の人が増えているけど、地域の中のルールをうまく伝えられなくて困ったなあ。

「のみ地域力強化支援ファンド」は、こういった地域の課題を
解決するための互助活動を応援（資金援助）する制度です。


